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Ⅰ は じ め に

整形外科において､下肢の骨折患者に対 し､ 各 種 の牽 引 凍法 時離 被 架 が 使 用 さ れ る が､

従来の方法は多くの欠点 が あ った ｡ そ こで問題点を解決するために､離被架及び離被架カバー

の工夫を考えてみた｡

Il 間 組 点

印 保温が不十分

スライドⅠの様に､離被架を2個重ねて使用 して い た の で ､ 空洞が多く､特に冬期には

下肢の冷感を訴えることが､ しば しばで あ った｡

(2) 牽引効果が防げられ又､看護の紋察､処置が容易に行えず､美観に欠けていた｡保温効果を

あげるために､毛布を4-5枚使用 して､スライドⅡの様に軽被架をかか っていたため､牽引

が防げ られたり､患部の疫病を訴えた 少､観察処置を行 う時にも､その毛布を除去 しなければ

ならをho又､シー.>交換時や､舘被架の組立て喝に､多くの時間がかか った.

(3) 健側の運動を防げる

整形外科において､健側の早期 リ-ビ1)テーションが重要であるo今までは､スライドⅢの様

に､離被架が大きすぎるために､健側の運動を妨げていたO

Ⅲ 研究目標

(1) 安価で簡単に保温できるもの

(2) 牽引及び治療効果を防げず､糞観にす ぐれているもの

(3) 観察や看護処置が容易にできるもの

(4) 健側の運動を防げたいもの

Ⅳ 実 際

(11 離被架の工夫

整形外科において現在使用している離被架は､スライドⅢの様に､高さ52cm､巾55cAt､

長さ55czAの放被架を2個重ねて､ステイrIの様に使用して､必要玖上に大きく､安定性が

窓かった｡ これを1個で目的が逮せられないか と考えた｡

当科にある最大の離被架､高さ52C7n､巾65czn､長さ58cmを作 り､下 肢 架 台 の 巾,I

28e7nに合わせ､高さは高挙に必要を高さに足の大きさを加えた055C7ZBKL､当院の磨工に
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依頼して､ 目的の型に作 ってみたo

(2) 離被架 カバーの工夫

看護学雑誌75年 1月号に離被架カバーの工夫が発表され､ これを参考 に して考え てみ

た が､ これはスライドⅣの様に牽引の方向の調節が不可能という､欠点が あ ったの で､

次の様を離被架カバーをつくってみ ることにした○

離被架 カバーの原型図参照

簸破突 カバーの中央にわれ 目を入れて､どの方向の高さからもロープを出せる様にし､ポay､

スナ ップいずれかで止める様にし､す き間をなく した｡ カバーのすそは20cmの折 り込み

をつけ､ マ ットレスの下に折9入れる様に したo

前面には50C沈位余裕を持たせ､腰部の保温ができるように したO

材料については毛布を使い､そのlK厚手のキITラコを重ねるようにしたo

v 考 察

=夫 した離被架及び､離被架 カバーを実際に使用 してみて､保温の点では今まで汲9ンポを使用

しなければ､下肢の冷感が強か ったのが､今回は86才のおばあさんでも､ほ とんど湯メyポを使

用せず保温の目的を連する事ができた｡

又､牽引のローブも離被架カバーにより､重い毛布がかからなくて､十分牽引効果をあげること

ができ､牽引の方向もどの高さにもする事ができた｡

看護観察処置も以前 より手間がかか らなくてでき､見た 目にもよいと思 うo

すき間風を防 ぐために今回は,ilayを使用し た が､ ルーブ-7k'Byを止める事は手間がかかる

ために､スキー製品に使用されている7 7 スナーは､上下に開閉できると開 V'た の で､ 使用し

てみ ようと思 う｡

離被架か '-の材 料 は､ 今回は毛布 と厚手のキ ャラコを使用 した が､ 今後洗たく､外観等

検討する必要があると思 うo

健側の運動 も離被架の巾が狭いために十分行え､安定性も十分であ.,たO

今回の工夫は整形外科にある代表的な看護用具であるが讃 だまだたくさんの昔から使用 しているも

のもあり､今後 1つ 1つ検討 してい く必要があると思 う.

スライド説明

1 錐破架を2個重ねて使用しているもの

2 離被架を2個重ねその上を毛布でかか っているもの

5 巾の広い離被架

4 看護学雑誌 1月号の写真

5 離被架カバーをつけたもの

-25-



〔改良後1

トー501一･一⇒1

l~.J前良改l
lL

I
.

陀

十

Ⅷ

↑

20

1
T
-
I
-

50

-

Lv下
-･如
l

＼

●

卜 50→ I 蒜 宙,5芳夫電 器 プ £㌫ 50~叫

斜線部は折 り込み

-26-


